
　≪作型と農薬の使用時期(例)≫

１１月
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※　ベンレート水和剤を使用する場合は定植前日に使用方法を守って灌注する。

　≪農薬と使用方法≫ 薬剤登録：R４年12月5日現在
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※ローテーション防除の薬剤で効果がない場合、その他の薬剤の使用をオススメします。

※同一系統の薬剤を使用し続けると耐性虫、耐性菌の発生を助長しますのでローテーションでの使用をお願い致します。

［ちょっとメモ］

●展着剤は希釈する水道水に１番最初に入れ混用した後、農薬を入れて下さい。農薬のかけ過ぎは薬害が出やすくなりますので草丈毎の散布量には十分注意して下さい。特にディアナＳＣの使用は注意が必要です。

　農薬を混用する際の順番は、『　展着剤　→　乳剤　→　フロアブル　→　水和剤　』　です。展着剤は必ず最初に添加して下さい。
●農薬防除だけでなく、防虫ネットの設置等、耕種的防除も取り入れましょう。

問合せ先　　ＪＡ庄内たがわ　　園芸特産課　　℡0235-64-5831

令和６年　ＪＡ庄内たがわトルコギキョウ　防除暦

作型 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

時期 中

11月～12月定植
（越冬栽培）

粒　剤 Ａ 定 植 時 Ａ加温開始時
水和剤系 Ｂ Ｃ ＤＦ Ｅ ＢＧ Ｃ ＤＨ Ｅ ＣＩ

2月下～4月上旬定植
（季咲き栽培）

粒　剤 Ａ 定 植 時

水和剤系 Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ＢＦ ＣＧ ＤＨ ＥＩ ＣＦ

4月下～6月上旬定植
（季咲き後半栽培）

粒　剤 Ａ 定 植 時

水和剤系 Ｂ Ｃ Ｄ ＥＦ ＢＧ ＣＨ ＤＩ ＥＦ ＣＧ ＤＨ

6月下旬～7月定植
粒　剤 Ａ 定 植 時

水和剤系 Ｂ Ｃ Ｄ ＥＦ ＢＧ ＣＨ ＤＩ ＥＦ ＢＧ ＣＨ

R3.3.5時点

農薬名（記号欄のどちらか選択） 系統 毒性 主な対象病害虫 希釈倍数 使用時期 使用回数 備考 １００坪当たりの使用量 販売規格と当用価格

殺
　
虫
　
剤

A
ジェイエース粒剤 有機リン 普通物 ｱｻﾞﾐｳﾏ類・アブラムシ類

1～2g/株
発生初期 5回以内 定植時及び定植1ヶ月後に散布 3kg 1,950

ダントツ粒剤 ネオニコチノイド 普通物
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 発生初期 4回以内 定植時及び定植1ヶ月後に散布 1kg 1,120

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 2g/株 発生初期 4回以内 使用回数はダントツ水溶剤と合わせて4回以内 3kg 3,280

テルスターフロアブル ピレスロイド 劇　物 ﾋﾗｽﾊﾅﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 4,000 ― 3回以内

2,000
発生初期

2,790葉裏にも丁寧に散布

①
草
丈

②
草
丈

③
草
丈

④
草
丈

100ml

C

スタークル顆粒水溶剤 ネオニコチノイド 普通物

アクタラ顆粒水溶剤 ネオニコチノイド

5回以内
250ｇ 2,390

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 1,000 １ℓ/㎡灌注 500ｇ 2,450

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

普通物
ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類・ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

1,000
発生初期 6回以内

100ｇ 970

2,000 500ｇ 4,650

～

ダントツ水溶剤 ネオニコチノイド 普通物 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類･ｱｻﾞﾐｳﾏ類 2,000 発生初期
発生初期 4回以内

4回以内 使用回数はダントツ粒剤と合わせて4回以内
10cm 30cm

4回以内 ～

125ｇ 1,820

D
コルト顆粒水和剤 ピリフルキナゾン 普通物 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 4,000
チェス顆粒水和剤 ピメトロジン 普通物 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 5,000 発生初期

29cm 50cm
2回以内 薬害に注意

発生初期 4回以内
90cm

5cm
100ｇ 2,670

100ｇ 1,490
60cm

～
100ｍｌ 2,320ディアナＳＣ スピノシン 普通物 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類,ｱｻﾞﾐｳﾏ類,ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 2500～5000 発生初期

ハチハチフロアブル ピラゾールカルボキサミド 劇　物 ｱｻﾞﾐｳﾏ類 1,000

フェニックス顆粒水和剤 ジアミド 普通物 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

葉裏にも丁寧に散布、他の作物に被害が出る恐れあり飛散に注意 500ｍｌ 5,140

アファーム乳剤 マクロライド 普通物
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾖﾄｳﾑｼ類・ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 1,000

発生初期 5回以内 以
下

4回以内 葉裏にも丁寧に散布

程
度

程
度

程
度

100ｍｌ 2,300

アザミウマ類 2,000 250ｍｌ 5,770

2,000 発生初期 100ｇ 2,480

トレボン乳剤 ピレスロイド 普通物 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1,000 ― 6回以内 50L

殺
　
菌
　
剤

Ｆ
ポリベリン水和剤 グアニジン

ペプチジルピリミジンヌクレオシド 普通物 灰色かび病 1,000 発病初期 8回以内 使用回数はポリオキシンAL水溶剤と合わせて8回以内 ～
20L 30L

40L

50L

～ 250ｇ 2,220

ダコニール1000 クロロニトニル 普通物 うどんこ病、斑点病 1,000 ― 6回以内

60L
250ｍｌ 1,045

Ｇ
ファンタジスタ顆粒水和剤 ベンジルカーバメート 普通物 灰色かび病、斑点病 3,000 発病初期 5回以内 100ｇ 2,450

トップジンＭ水和剤 チオファネート 普通物 菌核病、斑点病 1,500 ― 5回以内 250ｇ 1,225

ポリオキシンＡＬ水溶剤 ペプチジルピリミジンヌクレオシド 普通物 灰色かび病、斑点病 2,500 発病初期 100ｇ 3,440

Ｉ
パレード20フロアブル ピラジンカルボキサミド 普通物 斑点病 2,000

8回以内 使用回数はポリベリン水和剤と合わせて８回以内

発病初期 5回以内
発病初期 3回以内 250ｍｌ 6,540

1回

250ｍｌ 6,020

セル苗1箱当り500ｍｌを灌注

灰色かび病 2,000

定植前日
オーソサイド水和剤80 フタルイミド 普通物 茎腐病、立枯病、苗立枯病

8回以内

1,000

発生初期

8回以内
普通物 立枯病(フザリウム) 1,000

発病前～発病初期

―

発病初期
ダクト内投入

100ｇ 1,010

ジマンダイセン水和剤 ジチオカーバメート 普通物 炭疽病 400
ベンレート水和剤 ベンゾイミダゾール

B
普通物 ｱｵﾑｼ、ｱｻﾞﾐｳﾏ類、ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ﾖﾄｳﾑｼ 発生初期 5回以内

ボトキラー水和剤 細菌バチルス属 － ―

オルトラン水和剤 有機リン

そ
の
他

100ｇ 2,090

250ｇ 615

灰色かび病 10～15ｇ/10a/日

そ
の
他

プレオフロアブル

600

普通物ピリダリル ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1,000

フルピカフロアブル アニリノピリミジン 普通物

100ｍｌ：980円


